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古 く、日向国の中心地であった西都市には多 くの文化財が分布 しております。こ

れらの貴重な文化財を後世に伝えるのは我々の責務であり、本市では文化財の保護、

活用に努めてきていますが、農業基盤整備事業や、各種の開発事業によって影響を

受ける遺跡については、記録保存のための発掘調査を行っています。

西都市教育委員会では、平成 15年度県営一般農道整備事業 (祇園原地区)に伴い、

西都市大字右松所在の祇園原地区遺跡の発掘調査を行いました。本書は、その遺跡

調査をまとめたものであります。

今回の調査では県内でも出土例が少ない縄文時代前期後半の曾畑式と呼ばれる土

器の破片が多 く出土し、石器も出土しました。

また、墳丘の消失 した円墳の周溝も確認され、そこからは土師器と須恵器の破片

が出土しました。

今回の調査により得られた成果は、西都市の先史時代を理解するためには極めて

重要なものであります。

本報告が学術的な研究のみでなく、社会教育や学校教育の面にも広 く活用される

とともに、埋蔵文化財に対する理解と認識を深めるための一助となれば幸いです。

なお、調査にあたってご指導 。ご協力いただいた宮崎県児湯農林振興局、宮崎県

教育庁文化課や発掘調査・整理作業にたずさわっていただいた方々、並びに地元の

方々に心から感謝申し上げます。

平成 16年 3月 25日

西者【市教育委員会

教 育 長 黒 木 康  郎



例   言

1.本書は、西都市教育委員会が宮崎県児湯農林振興局の委託を請け、平成 15年度実施した祇園原

地区遺跡発掘調査報告書である。

2.調査は、途中工事による中断を挟んで平成15年 7月 7日 から平成15年 12月 5日 まで行った。

3。 発掘調査は、西都市教育委員会が主体となり実施した。

4.調査は、津由大祐が担当した。

5。 調査及び図面作成は、津曲が行い発掘調査者全員で補助した。

6。 遺物の実測・拓影は津曲が行い、一部、拓影を平野隆之 (福岡大学学部生)の協力を得た。遺

構・遺物の浄書は津曲が行つた。

7。 本書の執筆・編集は津曲が行った。

8.本書に使用した方位は、座標北 (Go N。 )と 磁北 (M.N.)で ある。
9.本書に使用した標高は、海抜絶対高である。

10。 報告書に用いた色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局他監修の『新版標準土色

帳』に準例した。

11.石器の統察と解釈については藤木聡氏 (宮崎県埋蔵文化財センター)、 縄文土器については菅

付和樹氏 (宮崎県埋蔵文化財センター)、 陶磁器は柳田晴子氏 (宮崎県埋蔵文化財センター)

の御教示を得た。

12。 本書で使用した空中写真は (有)ス カイサーベイ九州に委託した。

13.出土土器の胎土分析は (株)古環境研究所に委託した。
14。 本書で使用した遺構・遺物の写真は津由が撮影した。遺物の写真撮影に関しては宮崎県埋蔵文

化財センターの写場を使用させていただいた。

15。 本書で使用した「祇園原地区遺跡」という名称は、調査区の位置する台地上に所在する遺跡を

まとめたものである。当地区周辺を先行 して調査・報告した宮崎県教育委員会、新富町教育委

員会がこの名称で遺跡群をまとめていることから混乱を避けるため名称を統一した。

また、本調査は県教委の行った調査から数えて祇園原地区遺跡第 14次調査となる。
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西都市、祇園原地区遺跡における蛍光X線分析結果



第 I章 序 説

第 1節 調査に至る経緯

祇園原地区遺跡の発掘調査については、県営一般農道整備事業に伴い実施したものであり、平

成15年度のみの事業である。内容は現在、簡易舗装で使用されている農道をアスファルト舗装す

る道路改良工事で、工事区域に隣接して祇園原古墳群が所在し、周辺地での埋蔵文化財調査例1が

多くあるため、事業主である児湯農林振興局と協議した結果、遺構・遺物が出土した場合の現状

保存が困難であると判断し、本調査を実施した。

調査対象である 1号路線は、畑地の進入路や建設業者の資材置き場の進入路をかねており、そ

の通路を確保しながら調査を進める必要が生じ、そのため路線を3区に分け調査した。(図 4)

1宮崎県教育委員会 編 (1996)『祇園原地区遺跡―県営農村基盤整備パイロット事業に伴う埋蔵文化財調査報告書―』
有馬義人編 (2000)『 町内遺跡 16』 新富町文化財調査報告書第29集

有馬義人編 (2001)『 町内遺跡 17』 新富町文化財調査報告書第31集

柳田宏―・加藤学 編 (2003)『祇園原遺跡・春日地区遺跡第2地点―県道木城西都線 1時間構想道路整備事業 (春日
工区)に伴う埋蔵文化財調査報告書―』宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第73集

第 2節 調査の体制

事業主体      宮崎県児湯農林振興局 農地整備課 農地整備係

調査主外      教 育 長  黒木 康郎 (現任 )
文化課長  森  康雄
同 補佐  村岡 満徳
同 係長  蓑方 政幾
同 主事  鹿嶋 修一
同 主事  墾瀬 明宏

調査担当      同 主事  津曲 大祐

調査指導      日高 正晴 (西都原古墳研究所長)小 田富士雄 (福岡大学人文学部教授 )

発掘作業      緒方タケ子、廻田  勉、廻田 和子、黒木 トシ子、疋田はる子

整理作業      中原昭美、長谷川明美

来 訪 者      有馬 義人、樋渡将太郎 (新富町教育委員会)、
今塩屋及行 (宮崎県埋蔵文化財センター)

以上の方々に貴重なご助言ご指導を賜った。 (敬省略)
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図 1 調査区周辺の古墳群と主要遺跡

S==1:25,000
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図 3 調査区と新田原古墳群祇園原支群との
位置関係

前掲 有馬義人編 (2000年 )を転載 (一部改変 )

S=1:20,000
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第Ⅱ章 遺跡の立地と歴史的環境
第 1節 立地

祇園原地区遺跡は、宮崎県西都市の東南部に位置する。現在の西都市街地からは直線距離にし

て約 2血である。
九州山地から東に伸びる丘陵が一ツ瀬川により浸食され、流域に沿い沖積平野 (現在の西都市

街地)を形成 し、その平野を挟んで洪積台地が伸びる。一ツ瀬川をはさんで東側 (左岸)が祇園

原台地で西側が国特別史跡西都原古墳群の広がる西都原台地である。

このように当地域の地形は九州山地から伸びる丘陵が、河川の浸食により形成された沖積平野

と台地からなり、その台地上や縁辺に遺跡が集中するといった特徴がある。

第 2節 歴史的環境

古墳時代～古代にかけて日向国の中心地であった西都市街地からは離れて立地するが、祇園原

台地にも台地上を中心に縄文時代から近世にかけて多くの遺跡が所在する。

主要な遺跡を概観すると、まず台地上の東西 1.5km、 南北 1.5kmの範囲に広がる国指定史跡 。新

田原古墳群の一支群である祇園原古墳群がある。有馬義人編 (2002)に よると総数205基 (前方後

円墳 13、 方墳 1、 円墳 191)、 現存数 156基 (前方後円墳 13、 方墳 1、 円墳 142)で、築造時期は集

成編年 4期～ 10期 (4世紀後半～ 6世紀代)に置かれている。平成 9年度から新富町教育委員会

により発掘調査が行われ、現在 も百足塚古墳の発掘調査が継続しており、次第にその内容が明ら

かにされつつある。周辺には地下式横穴墓群、横穴墓群が所在する。近年の祇園原地区周辺の調

査例は前掲註 1に挙げた。それらを概観すると、宮崎県教育委員会編 (1996)で は、ほ場整備に際

して祇園原地区遺跡を発掘調査 し、消失墳の周溝 34基を検出し、周溝底面から竪坑が掘 り込まれ

墳丘下に地下式横穴墓が築造される例や馬埋葬土壊、住居跡等多 くの遺構が発見された。

有馬編 (2000)では、県営一般農道整備事業に伴い祇園原地区遺跡を調査 し、縄文時代早期の

集石遺構や弥生時代中期～古墳時代前期の住居跡、消失墳の周溝、馬埋葬土壊等を検出している。

有馬編 (2001)では祇園原横穴墓群と消失墳の周溝や路線に隣接する古墳の周溝が検出されてい

る。柳田 。加藤編 (2003)では、今回の調査区に近い県道拡幅部分を調査 しており、遺物包含層

を検出し、縄文早期～晩期の土器片、弥生土器片、石器、須恵器、土師器、近世陶磁器が出土し

た。特に調査区の南側で、 5世紀後半代の須恵器が集中して出土 している。その出土状況から、

開発等で消失した古墳の周溝である可能性を指摘している。

これらの調査例からいえることは縄文時代～古墳時代を通して遺構、遺物が出土し、遺物包含

層も堆積する複合遺跡であることだ。狭範囲の調査区からでも多 く情報が得られることが実証さ

れている。今後の調査においても周辺に所在する遺跡との空間的つながりを各時期において意識

しながら進めていく必要がある。

今回の調査区はその台地の西端に位置する。近辺に、国指定史跡 。新田原古墳群 188号墳 と200

号墳があり、先述の調査例において縄文時代の遺物包含層や地下式横穴墓、馬埋葬土壊、消失墳

の周溝等が確認されているため、それらの複合した遺跡群として評価 し、調査に臨んだ。
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第Ⅲ章 祇園原地区遺跡の調査

第 1節 平成 15年度調査区の設定 と概要

平成 15年度の工事予定路線は 1号路線が新田原古墳群中に通るため試掘調査は行わず工事区間

内を本調査 した。 1号路線を3区 に分け工事区間内の路盤を全て剥ぎ、遺構を精査 した。調査 1

区に関しては遺構、遺物とも検出しなかった。調査 2区 において縄文時代前期～中期を中心にし

た遺物包含層を検出し、また2-3区では、消失円墳の周溝を検出した。
3区においては新田原古墳群 188号墳の周溝の一部と考えられる遺構を検出した。

総調査面積は2,288m3でぁる。

調査は協議の結果、工事計画の路床の深さまでとした。

第 2節 遺構 と遺物

1.1号路線 1区の遺構
A.遺跡の現況
1号路線の調査前の現況は、簡易舗装の農道として使用されており、総長210mを 測る。そのた

め、掘削前に墳丘などの目に見える遺構は残つていなかった。しかし、過去に周辺で縄文時代前

期の遺物包含層や消失円墳の周溝などが発見されていたため、慎重に舗装路盤を剥ぎ、一部深 く

掘削 し基本層序を把握し、アカホヤ層上面において遺物包含層の有無を確認しながら調査を進め

た。

B、 遺構と遺物

調査区からは溝や、不整形な土坑が検出されたが遺物を伴わない。基本層序は図4の通りである。

アカホヤ層以上の層に遺物包含層はなく、客土と耕作土が主体を占める。

溝状遺構は、土層を観察すると砂粒混 じりの層やシル ト質の互層堆積により形成され、自然流

路と考えられる。円形の上坑は掘削も浅 く、埋土も耕作土が主体であることや、ビニール等の混

入から、現代の芋貯蔵穴等の土坑と考えられる。

遺物は図化 し得るものはないが、陶磁器の破片が耕作土に混じって出土した。

アカホヤ層から旧地形を推測すると調査起点の県道木城西者[線側から西 (― ツ瀬川)に向かっ

て次第に地形は隆起して丘陵をなしていたと考えられる。起点から約 156mの地点でアカホヤ火山

灰層は消えており (図 4)、 周辺住民の話でも丘陵を削平して整地したということであるからその

ために土層の在 り方が変化したものである。

2、 1号路線 2区の遺構 (図 6、 7)

A.遺跡の現況
現況は 1区 と同じく2区 も簡易舗装の農道で総長

約 145mを 測る。調査区に隣接 して新田原古墳群第

200号墳がある。路盤を剥ぎ、基本層序確認の後、

遺物包含層の有無に注意して遺構を精査した。

1.10YR 2/2黒 褐色土
2.10YR 5/6責褐色土
3.10YR 2/1黒色上
4.10YR 3/2黒褐色土
5。 10YR 2/2黒褐色土
6.lllYR 3/3暗 掲色土

I区 溝Tr S=1/20
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BE遺構と遺物
2区は今回の調査区の中で最も遺物、遺構が集中して出土した。調査は北東狽Iを起点にして始め

たため、1区の終点に向かって掘削、検出したことになる。調査区が縦長であるため、50mで区切

り、2区 を3つに分けて調査した。それぞれ2-1区、2-2区、2-3区 とする。
主な遺構、遺物は縄文前期～近世にかけての遺物包含層 (A層 )と縄文前期～中期前半の遺物

包含層 (B層 )と 弥生後期前半の土器片が集積 した上坑、消失円墳の周溝、弥生後期前半の土坑

が検出できた。また、自然流路と考えられる溝状遺構や現代の芋貯蔵穴と考えられる遺構を検出

した。

全体的にA層上には耕作土、客土が堆積 しており、耕運機による撹乱が多 くある。また、調査

区に併行して側溝が敷設されており、その際の掘削などで撹乱の層が主体を占める。

その中で基本層序を観察すると大きく2つの様相を示す。

1区で確認したとおり、調査区終点部 (南西側)に向かって地形は次第に隆起しており、調査区

起点から約90mの地点でアカホヤ火山灰層は消える。図4で示したラインがアカホヤ火山灰層の

有無であり、旧地形の削平、整地により生じたものである。

遺物包含層と遺構は、路盤をはぎ、客土と耕作土 (図 7-3、 1、 2、 3層 )と 考えられる層の下

で確認できた。

遺物包含層は2つの層に分層できた (図 7-2)。 いずれの層も遺物の主体を占めるのは縄文土器

である。包含層は検出面から15cm～ 20cmで薄く形成されている。

A層 :縄文時代前期～現代までの遺物が出土する層。黒色土で形成され、耕作などで撹乱を受

ける。土層 (図 7-2)では3、 4層 に対応する。
B層 :縄文時代前期～中期の包含層で、他の時期の遺物は混入しない。部分的に樹根の撹乱を受ける。

A層の下に形成されている。遺構は伴わない。黒褐色層で、アカホヤ火山灰塊が多く混じる。

上層 (図 7-2)で は5、 6層 に対応する。2-1区、2-3区では見られない。
ここではまず、2区で出土した縄文土器を次の3類に大分類 し、文様により細分類 し、以降の著

述においてはこの分類に従う。

I-1類

短沈線と列点文により文様を構成する土器の破片で、口縁部に刺突列点文を施 し、沈線による

文様帯の区画があり、その中に短沈線による幾何学系の文様を施すもの。特に滑石に由来すると

考えられる器面に蝋を塗ったような脂質の感触がある。

I-2類

施文は I類 と同じだが、施文具に差があるものも有 り、胎土に滑石の混入がないか少なく、脂

質の感触がないもの。

I類土器は文様により12類に細分した。

A類 口縁に刺突列点文十横位短沈線を施し、内面端部に横位短沈線を施文する。
a類 口縁に刺突列点文の下に横位短沈線の区画を挟まず文様帯を施し、内面にも短沈線を施文
するもの。
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H=73.OClm

1.表土
2.10YR 2/1黒色上に多量の客上が混入
3.lllYR 3/1黒 褐色土
4 10YR 3/2黒褐色ローム
5,10YR 3/4黄褐色ローム

＼
M.N.

Ｑ

ヽ

、

、

キ

、

、

、
、
、

ｈ

／

／
‐

図 6-3
2-1区 基本層序2
表土

砕石
砕石
砕石十客土
10YR 2/2黒褐色土
10YR 6/6明黄褐色土アカホヤ火山灰層
10YR 2/2黒褐色土
10YR 3/3暗褐色ローム

図

2-

アカホヤ火山灰層消滅ライン

図 7-2ア
カホヤ火山灰層

2‐2区 基本層序 1
1.表土、路盤
2.10YR 2/1黒色土に客土が混入
3.10YR 3/1黒褐色土
4.10YR l.7/1黒色土
5. 10YR 2/1 黒色二L

う
空

生

フ

ン

＼
Ｍ

図 6-2
2-1区 基本層序 1

図 7-1
2…2区 包含層検出状況 (平面 )

S==1/300
S=1/60

図 7-2
2-2区 A― B間土層断面図 (A層とB層の関係 )

S=1/60

o                     10                    20m

|

2-1区 基本層序
1, 表土
2. 砕石
3.  ″

4. ″(責橙色)
5。  10YR2/2黒 褐色土
6. 10YR6/6明黄褐色土
7. 10YR3/2黒褐色土
8. 1鶴R3/3暗褐色ローム
9. 10YR314  ″

図 6-1
2-1区 遺物出土状況  S=1/300

1. 10YR2/1黒色土 しまりなしカクラン
2. 10YR 1 7/1黒 色土 樹根よるカクラン
3. 10YR l,711黒 色土(A層 )
4. 7.5YR2/1黒 色土

“

眉)
5.10YR2/2黒褐色土lB層 )
プロック塊多くまじる

6. 10YR2/3黒褐色土(B層 )
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B類  刺突列点文で口縁の内外面に施文するもの。
C類  口唇部に刻目を施すか施文せず、横位短沈線で口縁部を施文するもの。
D類  明瞭な横位の短沈線で施文するもの。
d類  不明瞭な横位短沈線で施文するもの。
E類 斜短沈線で三角形の文様を構成し、その三角形の区画内を横短沈線で充填するものを組合
わせ施文する。施文方法には斜沈線内にできた三角形の区画内を横位短沈線で埋めるもの

と、横位短沈線の上から斜沈線を施 し、三角形の文様を構成するものがあり、 2種は混用

して用いられる。

F類  横位短沈線にU字形の沈線で区画し、中を縦位の短沈線で充填し施文するもの。
G類  「ハ」の字状の短沈線を縦位に連続させ施文するもの。
H類  短沈線で四角形の文様を構成するもの。
l類  縦位曲線と横位沈線で文様を施文するもの。
」類 横位短沈線を挟んで上下に縦位、横位短沈線で文様を施文するもの。

Ⅱ類

Ⅱ類の文様の特徴は蒲鉾型の突帯を横位に付し装飾をするものと退化した微隆起突帯を付すものが

ある。器面には条痕がのこるものと残らないものがある。 I-1類に見られるような脂感触はない。
A-1類  断面が蒲鉾型状の太めの突帯を横位に付すもの。
A-2類  明確な突帯を横位に付すもの。
A-3類  明確な突帯を多数平行させて付すもの。
a類   微隆起突帯を横位に付すもの。地文に条痕が残るものと残らないものがある。
B類   曲線の突帯を付すもの。
b-1類 曲線の微隆起突帯を付すもの。
b-2類 縦位と横位の微隆起突帯を付すもの。
C類   外面をナデによる調整によるもの。
D類   横位の条痕のみのもの。
d類   縦位の条痕のみのもの。
Ⅲ類

1点のみの出土だが、色調、調整において I、 Ⅱ類に当てはまらないもので、内外面は条痕の

後ミガキ系の調整を施す。突帯、沈線等の施文はない。

2-1区 :3区画のなかで標高が最も低 く、撹乱も多い。基本層序は図6-3に示すとおりで、5層
がA層 に対応し、B層の堆積はない。樹根の撹乱が多い。

1.A層出土遺物
A層 からは、縄文土器片、石器剥片、瓦片、陶磁器片、様々な時期の遺物が 16点出土したが主

体を占めるのは縄文土器の破片である。2-1区の遺物包含層はA層のみであった。
19は I-lE類 で、内面は摩滅が著しい。23、 28は I-ld類 で沈線も浅 く28に は斜沈線も見
られる。45は Ⅱa類で地文の条痕がナデにより内外面とも不明瞭である。46、 471よ ⅡA類で47は
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2列平行させ、地文の条痕は不明瞭である。58は ⅡD類である。

2-2区 :最 も遺物が集中し出土した区画で、B層→A層の順に包含層が形成されていた。
1、 A層出土遺物

A層からは、2-1区同様縄文土器片、石器、剥片、須恵器片、鉄釘、陶磁器片等様々な時期の

遺物が119点出上した。以下で図化したものにふれる。

1,2は縄文土器 I-lC類 で21ま口縁端部が摩滅している。内面に施文はない。3,4は I-lB類
でいずれも小破片であるが31ま 口縁形態が三角形を呈す。5,61よ I-lA類 で口縁端部は欠損し、刺
突列点文下の施文はE類である。7～ 18は I-lE類 である。小破片のため一括 して捉えた。9に
見られるように2段以上組合わせて文様帯を構成する胴部の破片である。内面はナデもしくは摩滅

が著しい。201よ I-lF類 、21は I-lG類 である。221よ I-lD類 であるが小破片のため横位短
沈線のみで文様帯を構成するものかE類の一部なのかは判別しにくい。24、 25は I-ld類 でやや
不定方向の横位短沈線で底部付近か。

26は I-2A類 である。口唇部にも刺突列点文が施される。内面はナデの痕跡がみえる。27、 29
～39、 43は I-2E類 である。特に32は沈線も線刻状に浅 く雑な感を受け、31と もに内面には条
痕が明瞭に残る。40～ 421よ I-2D類 である。441ま I-2G類 である。
48～ 50は ⅡA類で48は 口縁部、外面の条痕は不明瞭で沈線条の痕跡も見える。51～ 53、 55は

ⅡB類である。53は内外面とも地文の条痕は残らない。55は地文の条痕が明瞭に残 り他 と異質で

あり、曲線と横位に微隆起突帯を組合わせた文様が見られる。56は ⅡA類で2本の突帯を付 し、地

文の条痕は残る。57は ⅡA-2類で地文の条痕は残るが不明瞭である。59～ 61は ⅡD類である。
62は Ⅱd類、63は ⅡC類である。641よ ⅡB-2類で地文の条痕が内外面とも明瞭に残る。
当調査区からは石器類も出土した (PL8-3)。 表3に まとめてある。

・ 砂岩 1171よ 敲石である。下端に敲打痕跡が残る。

・ 頁岩 l18は敲石である。下端に敲打痕跡が残るが敲打の際に側縁が欠損する。

・ ホルンフェルス 1点出土した。縦長剥片である。
・ チャー ト 2点出土した。縦長剥片である。
・ 姫島産黒耀石 2点出土した。縦長剥片である。

また、A層からは縄文時代以降の遺物も出土した。

121は弥生土器の破片で、ミガキが施される。壷の頚部付近、1221ま弥生土器の底部破片である。

119は鉄釘である。断面四角形を呈す。上半は現存長4.75cm最大幅0.75cmを 測る。1201よ須恵器の

甕胴部の破片である。焼成は堅緻。調整は外面が灰かぶりにより不明瞭だが擬格子目叩き、内面

が当て具痕を丁寧にナデ消してある。近接して所在する新田原古墳群 200号墳に伴うものか。123

は肥前系陶磁器椀の破片である。7.5GY5/1緑灰色の円文を外面に描 く。釉の厚さは0。 1～ 0.2cm
で灰白色を呈す。

2、 B層出土遺物

B層からは縄文土器片と石器、剥片が78点出土した。以下図化したものについてふれる。

65～ 67は I-lE類 である。68は I-lJ類 である。69、 70は I-lD類 である。いずれも内面
には条痕等の調整痕は残らず、ナデによるものと思われる。また、B層からI-1類 は出土数が非

常に少なく、図化し得たもので6点であつた。
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71は I-2A類 で26に比べると施文も浅く雑な感を受ける。72～ 77、 83～ 85は I-2E類 であ
るが、 I-lE類 と比べると沈線が浅く、幅も狭い。73、 74、 77は 内面に条痕が残る。78、 79、 80、
81、 82は I-2D類 で、81は内面に条痕が残る。86は I-2H類 である。87は I-21類 で、粘土
帯の接合部分である。同じ沈線による施文だが、他の I類の遺物と文様が異なる点が注目される。

88～ 112は縄文土器Ⅱ類である。 88、 89は ⅡA-3類で口縁部、内面に条痕が明瞭に残る。90、
91、 94、 95、 96、 99は ⅡA類で、90と 91は口縁部、内外面とも条痕が残らない。他の外面はナデ

もしくはミガキ系の調整で条痕が不明瞭に残る。92、 104は ⅡB類で内面には粗い条痕が残る。

97、 100、 101、 102は ⅡA-2類で外面は地文の条痕が明瞭ではないが内面は粗い条痕が残る。
100、 102、 107は 2本の突帯を付す。98、 103は ⅡB類で103に は曲線と横位の微隆帯が貝占り付けら

れる。105～ 108は ⅡD類である。109、 111、 1121よ Ⅱd類である。1101よ ⅡC類である。

93は 1点のみの出土だがⅢ類を設定した。色調が 10Y R7/4に ぶい黄橙色であり、内外面とも

条痕をミガキ系の調整で消す。

B層からは石匙と剥片も出土した。 (表 3、 PL8-1)
・姫島産黒耀石 1点の石匙 (113)と 10点の縦長剥片が出土した。石匙は一端隅に両面から袂入

状に加工を施し、偏つたつまみ部を作 り出す。表面の縁辺に偏つて加工 し刃部

を作 り出している。

。チャー ト

・頁  岩
縦長剥片が1点出土した。

尖頭器が1点出土した。側縁部は両面から加工を施し、外湾する。側縁部に研磨

が施される。

3.土坑 (図 15)
2-2区からは径 0.88～ 1.05mの 楕円形プランで、検出面から深さ16cmの弥生時代後期の土器片
が集積した土坑を検出した。地形の削平が大きいことから更に深い掘 り方であったと考えられる。

土器片のほとんどは土坑埋土中から出土した。
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MN

＼全て破片で土器の形を成すものは少

ない。底部、口縁部の形態がわかるも

のから推測すると、甕が主体で、壷や

祭祀用の器台、高杯、小型器種も見ら

れる。1241よ 甕の回縁で、端部は平坦

で外面の端部の陵は鈍い。外反する部

分は短い。内外面ともナデ、胎土は粗

粒で色調が2.5Y5/1黄 灰色を呈す。
125も 甕の口縁で、端部はやや窪む。

内外面 ともナデ調整、胎土は粗粒。

126～ 127は 甕の頚部～胴部の破片で

ある。いずれも刻目突帯を貼 り付け、

突帯の上面は丁寧にナデつけるが下面

は雑で、接合痕が明瞭である。1261よ

突帯幅 1.2cm、 不均等な間隔で突帯に

対 し縦位に刻目を施す。内面にナナメ

ハケ。127は突帯幅 1,Ocm、 不均等な間

隔と不揃で浅い刻目を斜位に施す。内 図15 2‐2区 土坑遺物出土状況実測図  S=1/20

外面ともナデ。128は突帯幅 1.2cm均等な間隔で広い幅の刻目を斜位に施す。内外面ともヨコハケ

で調整し、胎土と色調から124と 同一個体であろう。129は突帯幅 1.4cm、 不均等な間隔で浅い刻目

を縦位に施す。内外面ともハケメ。130、 131は壷の胴部破片で、断面三角形状の突帯を持つ。内

面にハケメが施される。132は壺の頚部破片で断面三角形の突帝を持つ。外面にミガキ、内面にハ

ケメが施される。133は壷胴部で、断面M字状の突帯を持つ。外面はミガキ、内面はナデ。134は

壺の頚部～胴部で外面はミガキ、内面はナデ。135は小型器種の口縁で、円形のスカンが外面から

空けられる。胎土は精良。135は壷の口縁～頚部で、口縁端部は強いナデにより窪み、端部陵は鈍

い。頚部はやや垂直気味に短 く立ちあがりくの字に外反する。調整は外面が口縁端部付近までハ

ケ上げられ、ヨコナデにより口縁部はナデ消される。内面は口縁がヨコハケの後ナデ、頚部は縦

にナデ、胴部にかけてもハケメを施す。胎土は精良。137～ 1391ま壷の底部で平底を呈す。137は

底径 (復元)7.lcm外面をミガキ、黒変があり、内面はナデ、精良な胎土。1381ま底径 (復元 )

8.5cm、 外面はミガキを施し精良な胎土。1401よ高郭の脚柱部で外面にタテハケ、内面にシボリ状

のナデが施される。1411ま器台の脚裾部で復元径が24cm、 胎土は粗粒で、内外面は摩滅のため調整

不明、7.5YR7/4にぶい橙色を呈す。142～ 146イよ甕の底部で、いずれもやや上げ底気味の底部
形態である。143は復元底径 7.6cm内外面にハケメが施される。底部断面の観察から、底部に粘土

を脚台状に貼 り付けて上げ底状の底部を形成する。胎土には褐色砂粒が多 く含まれる。1441ま復元

底径 6.5cm外面をハケメ、内面は単位の長いナデ、底部に指オサエの痕跡が残る。145は復元底径

6.8cm、 外面をヨコナデ、ミガキ、黒変あり。146イよ底径6.3cmを 測る。
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2-3区 :旧地形が丘陵状を呈していたため最も標高の高い位置にあり、アカホヤ火山灰層は削平
されており、その上層に堆積するA層、B層 も存在 しなかった。そのため路盤を剥ぎ、その上に

堆積する耕作土と考えられる層を除去し遺構を検出した。

1.消失墳周溝 (図 17) SXG1401
ここでは、消失墳の周溝と土坑を検出した。現地表面 (路盤)か ら20～ 25cmで検出面にあたる。

消失墳の周溝は幅 110cm～ 210cmを測 り、深さは15cm～ 22cmと 浅く、現状ではしっかりとした

深さではない。地形の削平も考慮 しないといけないが、やや浅い堀 り方であろう。埋土は除去し

た覆土とは明らかに異なる黒色土で遺物が混じる。ほ場整備の段階で2/3が削平されており、消
失墳の規模は判然としないが、復元すると径約 10m程の小円墳であろう。

周溝内からは、土師器破片と、須恵器の破片が出土 した。土坑は調査区際にかかって検出した

ため全体像はつかめないが弥生後期の上器片が埋土上層より出土した。

2、 出土遺物 (図 18)

147は須恵器郭身の破片で復元口径 12.9cm、 受部径 14.Ocm、 受部最大径 15,Ocm、 口縁は垂直に立

ちあがり、回転ヨコナデにより薄手でシャープに仕上げられる。受部は口縁基部から短 く外に伸

び、やや厚手である。色調は7.5YR4/1褐灰色～5/2灰褐色を呈す。148は疎の胴部破片で、
復元の胴部最大径が9.3cmを 測る。頚部と胴部の境に沈線を廻らせ、その下にはカキメを施す。ロ

クロ回転方向は右回りである。底部付近はカキメの後ナデを施す。胴部中位に注目を挿入する穴

を穿孔 し、外面には使用痕と考えられる剥離がある。底部は遺存部から推定して平底気味になる

ものと考えられる。内面にはナデの単位が強く残 り、シボリ痕あり。色調は7.5YR6/2灰褐色
～4/1褐灰色で、断面芯部のみ7.5Y6/1灰 色を呈することから焼成は不良。149は杯身の口縁
～受部で、垂直気味にやや短いかえりが立ちあがる。焼成は良。7.5Y6/1灰色を呈す。150は高
杯の脚裾部、端部は中央に陵を持つ。内外面にシボリ痕跡あり。色調は7.5Y2/1黒色を呈す。
焼成は堅緻。1511よ郭身の底部で内面に同心円の当て具痕が残る。外面はヘラ切と回転ヘラケズリ。

基 ≧
150

工≧ミ=´
多″
チ′

騨司ψ
エメ

や￥

二    名58
157

2-3区 消失墳周溝土遺物
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7.5Y6/1灰色を呈す。胎土は粗粒。152も 郭身の底部で、外面中心はヘラ切、周縁はヘラケズリ

を施す。7.5Y6/1灰色で断面芯部のみ7.5Y5/1褐灰色を呈す。1531ま甕の破片外面は平行叩き、

灰かぶりあり。内面は同心円の当て具痕が残る。焼成は良好。154は甕の底部で、外面に平行叩き、

焼き台の痕跡が残る。内面は同心円当て具痕で灰かぶり有 り。

155～ 158は模倣土師器の破片である。須恵器を模倣した土師器で、橋口達也氏 (1989)に よると

擬須恵土師器と分類され、須恵器を模倣しているが胎土、製作技法とも土師器といえるものであ

る。蓋郭を模倣 したと考えられるものがほとんどであるが、図化に耐えうるものは少ない。いず

れも摩滅が著しい。155、 158は郭身、156、 1571よ郭蓋を模倣 したもので、156、 158に はミガキが

施される。

橋口達也1989「似非土師須恵器」『横山浩一先生退官記念論文集生産と流通の考古学』

3、 1号路線 3区の調査

A、 遺跡の現況

遺跡の現況は、他の調査区と同じく農道だった。隣接して、国指定史跡。新田原古墳群188号墳が所

在するため、周溝等の関連施設や2区で検出した縄文時代の遺物包含層等に注意しながら調査した。

B、 遺構と遺物 (図 19、 図 20、 図21)

3区は、調査区の一部が農業用水管の埋設時や畑地耕作時に抗乱を受け、また現代の芋貯蔵穴等

が多 く、2区に見られたような遺物包含層などはなかった。

基本層序は図4に示した通りで、地表面から約 120cmでアカホヤ火山灰層に達する。

調査区の一部には新田原古墳群 188号墳が隣接するため、周溝の一部が調査区内にかからないか

精査すると、調査区北壁に沿つて9.4mの範囲でアカホヤ火山灰層が消失している部分を検出した。

中央部分と西側隅で後世に撹乱を受けているが、2本の トレンチを設定して北壁の土層と合わせ

て観察したところ、北壁土層 (図 21)で は現地表面から42cmは道路敷設時やほ場整備に際して撹

乱を受けており、検討の対象となるのは 5、 6、 7層 である。またlT rと 2Trの土層との関係を観

察すると4層が北壁土層の5層 に対応し、4層が検出面から約 15cm掘 り込まれその中に1層、3層が

堆積していることが分かる。1、 2Trの 1層 と北壁の6層が、また 1、 2Trの 3層 と北壁の7層が対応

するものである。特に6層 は黒色土で粘性が強く腐食土層の可能性がある。出土遺物は撹乱に混じ

る砕片だけで、古墳に伴うものはない。このため、即座にこの掘 り方を188号墳の周溝南端と捉え

るのは慎重になるべきで、検出面である4層の性格により判断は動くことになるが決定的な判断材

料は得られなかった。しかし古墳との位置関係からその可能性は高く、周溝端部と判断する。

・ 新田原古墳群 188号墳の現況 (図 19)

今回の調査に際して188号墳の墳丘を測量した。 S=1/100で 25cm間隔の等高線を入れた。

位置は新田原古墳群祇園原支群の北西部に位置し、有馬義人氏 (2000)のグルーピングによると祇園

原古墳群Aグループ内に位置する。昭和19年 (1944年 )に国指定史跡となった。北東側には前方後円

墳である187号墳が所在する。以前に調査はされておらず、古墳に伴う遺物も見つかっていない。

古墳の北西側は庭樹園で、北東恨1は畑地である。北東から北西にかけて土手が回るが、墳丘に

沿っておらず、古墳に伴うものではなく後世に造成されたものであろう。墳丘は現状の墳裾から

観察すると南から南東側にかけて削平が大きく、西側から北側が比較的遺存状況が良い。墳丘上

は全体的に樹根によると思われる撹乱が著しく、特に墳頂平坦面は窪みや溝による撹乱を受ける。
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そのため墳丘の段築は不明瞭であり、本来の傾斜変換線と撹乱による傾斜が判別 しにくい。最

も明瞭なのは標高 73.00m付近にある 1段 目 (墳丘基底面から)の傾斜変換線で、2段 目が標高
74.25m付近、最上段が標高 75,00m付近に廻るものである。最上段に関しては、墳頂部の撹乱と判

別しにくいが、等高線の間隔から判断した。また2段目の変換線に関しては墳丘の残 りが良い西側

と北東側に標高 74.00～ 74。25mにかけてテラス状をなす部分があるため判断した。

現状の墳丘規模はA― A'間で27.lm、 遺存状況の良いB― B'間で28.6mで ある。墳裾からの墳

丘高は3.08mを測る。また現状の墳頂部平坦面が大きく削平されていないことを前提とするとB一

B'間で約 13mを測る。このことから、現状では3段築成で、低平な墳丘の円墳である。内部主体

は竪穴系の埋葬施設であろう。また現在時期を推定できる遺物資料はない。

また、調査区に平行する南西側墳裾から検出掘 り方タト縁までは約 5mを測るが、墳丘の削平を考

慮に入れて考えると位置関係的には周溝外縁の可能性が高い。

H=72.20m

lTr

H=72.20m

2Tr

lTr l.10YR l,7/1黒 色土
2. 10YR 2/1 兵罠t」ヒ
3.10YR 2/2黒褐色土
4.10YR 3/1黒褐色土
5。 10YR 3/2黒褐色上、ブロックまじり
(農業用水管理設)

8

2Tr l.10YR l.7/1黒 色土
2.10YR 2/1黒色土
3.10YR 2/2黒褐色土
4.lCIYR 3/1黒 褐色土
5.10YR 3/2黒 褐色土
6.lCIYR 7/6明 黄褐色
7.lllYR 2/2黒 褐色土
8.10YR 2/3黒褐色土

(農業用水管理設)
(アカホヤ火山灰層)

図20 3区  lTr 2Tr 土層図  s=1/40

1.路盤 (砕石)
2.客上十砕石
3.10YR 3/2黒褐色 (耕作土)
4.10YR 2/1黒色土 (樹根)
5.10YR 3/1黒褐色
6. 10YR l.7/1 黒色土
7.10YR 3/2黒褐色土
8.10YR 7/3責褐色土 (アカホヤ火山灰層)

図21 3区  北壁 土層図   s=1/80
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表 1 祇園原地区遺跡 2-1区 、 2-2区 A,B層 出土遺物観察表
報告書

No.
にg号J 出土位置 器部

模様・調整 色 調
胎 土 備 考

外面 内面 外面 内面

1 I-1 2-2区 A層 深鉢・口縁 C ナデ 7.5YR4/3褐色 75YR6/6橙色 滑石,褐色粒,灰白色粒

2 I-1 2-2区A層 深鉢・口縁 C 7.5YR5/4に ぶい褐色 7 5YR6/4に ぶい褐色 滑石,黒色光沢粒,橙色粒,褐色粒

3 正-1 2-2区 A層 深鉢・口縁 B B 7.5YR3/1黒 褐色 75YR5/3に ぶい褐色 滑石,掲色粒 日唇部に内面狽|から刺突文

4 I-1 2-2区 A層 深鉢・口縁 B 10YR6/4にぶい黄橙色 7.5YR5/4に ぶい褐色 滑石,褐色粒 日唇部に内面側から刺突文

5 I-1 2-2区 A層 深鉢・口縁 a 毎 ,″線 10YR5/4にぶい黄褐色 7.5YR4/6褐 色 滑石,褐色粒,黒色粒 日唇部に内面側から刺突文

6 I-1 2-2区A層 深鉢 a 短沈線 7 5YR5/3に ぶい褐色 75YR5/4に ぶい褐色 滑石,掲色粒

7 I-1 2-2区 A層 深鉢 E 短沈線 7.5YR4/3褐色 75YR4/3褐色 滑石,褐色粒

I-1 2-2区 A層 深鉢 E 75YR4/3褐色 75YR4/3掲色 滑石,褐色粒

9 I-1 2-2区 A層 深鉢 E 75 YR4/3褐 色 7 5YR4/3掲 色 滑石,黒色粒,褐色粒

0 I-1 2-2区 A層 深 鉢 E 7 5YR4/3掲 色 滑石,掲色粒

I-1 2-2区 A層 深鉢 E 7 5YR4/3褐 色 滑石,掲色粒

I-1 2-2区 A層 深鉢 E
ユOYR3/ユ 黒褐色ヽ
5/4に ぶ い 拐 待 7 5YR5れにぶい褐色 滑石,褐色粒

3 I-1 2-2区A層 深鉢 E 10YR3/1黒褐色 7 5YR6たにぶい褐色 滑石,黒色粒,褐色粒

I-1 2-2区A層 深鉢 E 75YR4/2灰掲色 75 YR4/2灰褐色 滑石,褐色粒

I-1 2-2区 A層 深 鉢 E 75YR4/2灰掲色 75YR5μにぶい褐色 滑石,褐色粒

I-1 2-2区A層 深鉢 E 75YR4/3掲色 75YR4μ褐色 滑石,黒色粒,褐色粒

7 I-1 2-2区A層 深鉢 E 75YR5/4に ぶい褐色 75YR5れにぶい褐色 滑石,褐色粒

I-1 2-2区 A層 深鉢 E 7.5YR4/2灰 褐色 75YR5μにぶい褐色 滑石,褐色粒

I一 l 2-2区A層 深鉢 E 7.5YR4/2灰 褐色 75YR5/4に ぶい褐色 滑石,黒色粒,褐色粒

I-1 2-2区A層 深 鉢 F 7.5YR3/1黒 褐色 7.5YR4/2灰 褐色 滑石,褐色粒

I-1 2-2区A層 深鉢 G 条痕 ЮYR3/1黒掲色 10YR3/2黒掲色 滑石,褐色

I-1 2-2区A層 深鉢 D 10YR5/3にぶい黄褐色 7 5YR4/3褐 色 滑石,掲色粒

正-1 2-2区A層 深鉢 d 10YR6/41こ ぶい黄橙色 10YR5μにぶい黄掲色 滑石,褐色

正-1 2-2区A層 深鉢 d 10YR3/2黒 褐色 10YR4/2灰黄褐色 滑石,褐色

I-1 2-2区A層 深鉢 d 10YR3/1黒 褐色 10YR4/1褐灰色 滑石,褐色

I-2 2-2区A層 深鉢 A 沈線・ナデ 2.5Y6/2灰 責色 10YR6/引 こボい黄橙色 石英,黒色光沢粒,灰自色粒,褐色粒 日唇部に内面倒から刺突文

I-2 2-2区A層 深鉢 E 75YR6/6橙色 7.5YR6/4に ぶい褐色 石英,長石,白色粒,褐色粒,明褐色粒

I-2 2-2区A層 深鉢 d 75YR5/4にぶい褐色 10YR6/4にぶい黄橙色 石英,黒色光沢粒,褐色粒,橙色粒

I-2 2-2区A層 深鉢 E 7.5YR6/6橙 色 75YR6/6橙色 石英,長石,自色粒,橙色粒

I-2 2-2区 A層 深鉢 E 7.5YR7/4に ぶい黄橙色 75YR7/4に ぶい黄橙 石英,長石,黒色光沢粒,橙色粒

I-2 2-2区 A層 深鉢 E 条痕 10YR5/2灰黄褐色 10YR5/3にぶい黄褐色 自色粒,黒色光沢粒,橙色粒,褐色粒

I― 2-2区 A層 深鉢 E 条痕 7.5YR5/4に ぶい褐色 75YR6/4に ぶい橙色 石英,黒色光沢粒,褐色粒,自色粒

I-2 2-2区A層 深鉢 E 7 5YR5/3に ぶい褐色 75YR6/4に ぶい橙色 長石,黒色光沢粒,橙色粒

I-2 2-2区A層 深鉢 E 10YR6/3に ぶい黄橙色 10YR6/31こ ぶい黄橙色 長石,黒色光沢粒,橙色粒

I-2 2-2区A層 深鉢 E 10YR7/41こ ぶい責橙色 10YR7/3に ぶい黄橙色 黒色光沢粒、灰白色粒,橙色粒

I-2 2-2区A層 深鉢 E 条痕 10YR4/1褐灰色 10YR5/2灰黄褐色 長石,黒色光沢粒,橙色粒,褐色粒,灰白色X

I-2 2-2区A層 深鉢 E 75YR6/6橙色 7 5YR6/4に ぶい黄橙色 長石,黒色光沢粒,自色粒,掲色粒

I-2 2-2区A層 深鉢 E 条痕 10YR3/1黒褐色 10YR4/1掲灰色 黒色光沢粒,灰自色粒,褐色粒

I-2 2-2区 A層 深鉢 E 10YR7/4に ぶい黄橙色 10YR7/4に ぶい責橙色 石英,長石,黒色光沢粒,灰白色粒

I-2 2-2区 A層 深鉢 D 25YR6/3に ぶい黄色 10YR7/2に ぶい黄橙色 黒色光沢粒,石英,褐色粒,灰白色粒

I-2 2-2区 A層 深鉢 D 10YR7μにぶい黄橙色 10YR6/3に ぶい黄橙色 石英,長石,黒色光沢粒,掲色粒

I-2 2-2区 A層 深鉢 D 条痕 10YR5/2灰黄褐色 25YR7/3浅黄色 黒色光沢粒,掲色粒,にぶい黄橙色泣

I-2 2-2区 A層 深鉢 E 10YR7/41こ ぶい黄橙色 10YR7れにぶい黄橙色 石英,長石,黒色光沢粒,掲色粒

I-2 2-2区 A層 深鉢 G 10YR3/2黒褐色 10YR3/2黒褐色 黒色光沢粒,灰白色粒,自色粒,褐色粒

Ⅱ 2-1区A層 深鉢 条痕 5YR4/4にぶい赤褐色 5YR4/6赤褐色 石英,灰色光沢粒,黒色光沢粒,褐色粒

Ⅱ 2-1区A層 深鉢 Al 7 5YR5れにぶい褐色 10YR6/4に ぶい黄橙色 石英,黒色光沢粒,掲色粒,褐灰色粒

Ⅱ 2-1区A層 深鉢 Aユ 7.5YR3/3暗掲色 7 5YR4/1褐 灰色 石英,黒色光沢粒,浅黄橙色,褐色粒

Ⅱ 2-2区A層 深鉢 条痕 10YR3/2黒褐色 10YR3/2黒褐色 石英,黒色光沢粒,褐色粒

Ⅱ 2-2区A層 深鉢 条痕 7.5YR4/3褐 色 75YR4/2灰褐色 石英.黒色光沢粒,褐色粒,灰白色粒

Ⅱ 2-2区 A層 深鉢 条痕 7.5YR4/2灰褐色 10YR3/2黒褐色 石英,黒色光沢粒,橙色粒,仄自色粒

E 2-2区 A層 深鉢 条痕 10YR3/2黒褐色 10YR4/3に ぶい黄橙色 石英,黒色光沢粒,灰自色粒,橙色粒

Ⅱ 2-2区 A層 深鉢 b-2 条痕 10YR4/31こ ぶい黄橙色 7.5YR4/3褐 色 石英,黒色光沢粒,灰自色粒,褐色粒

Ⅱ 2-2区 A層 深鉢 条痕 10YR3/2黒褐色 10YR3/1黒褐色 石英,にぶい黄橙色,褐色粒

54 Ⅱ 2-2区A層 深鉢 A2 条痕 7 5YR5/3に ぶい掲色 10YR6れにぶい黄澄色 石英,黒色光沢粒,自色粒,褐色池

Ⅱ 2-2区A層 深鉢 条痕 10YR3/1黒褐色 10YR3/1黒褐色 石英、金色光沢色,灰白色粒,掲色粒

Ⅱ 2-2区A層 深鉢 Al 条痕 10YR3/1黒褐色 10YR4/2灰黄褐色 石英,黒色光沢粒,灰白色粒,掲色粒
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報告書
No.
陸冴J 器部

模様・調整 色 調
胎 土 備 考

タト面 内面 タト面 内面

2-2区A層 深鉢 A-2 条痕 10YR6/3に ぶい黄橙色 2.5YR6/3に ぶい黄色 石英,黒色光沢粒,橙色粒,灰白色粒

2-1区A層 深鉢 D 75YR5μにぶい褐色 10YR6μにぶい黄橙色 石英,黒色光沢粒,褐色粒,褐灰色粒

2-2区A層 深鉢 D 条痕 10YR3/2黒褐色 10YR3/3暗褐色 石英,黒色光沢粒,白色粒,掲色粒

2-2区A層 深鉢 D 条痕 10YR4/1褐灰色 10YR3/1黒褐色 黒色光沢池,自色池,褐灰色泣,褐色粒

2-2区A層 深鉢 D 条痕 7,5YR4泡灰桐色 7.5YR4/3褐 色 石英,黒色光沢泣,橙色粒,自色粒,褐灰色粒

2-2区A層 深鉢 d 条痕 7.5YR5/4に ぶい掲色 10YR4/3にぶい黄褐色 石英,黒色光沢粒,褐仄色泣,褐色粒,灰自色粒

2-2区A層 深鉢 C 条痕 10YR6ん にぶい黄橙色 10YR5/1黄灰色 黒色光沢地,橙色粒,灰白色粒

2-2区 A層 浜 鉢 -9 条痕 10YR6潟にぶい責橙色～3イ l具楊色 10iR帥にボヤ瑣協也司1環純 石英,黒色光沢粒,灰白色粒,橙色地

2-2区 B
正-1 2-2区 B層 深鉢 E 75YR6/4にぶい橙色 7.5YR6/4に ぶい橙色 滑石,橙色光沢粒,自色粒,掲色粒

I-1 2-2区 B層 深鉢 E 75YR6/3にぶい褐色 10YR6/3にぶい黄橙色 滑石,灰色光沢粒,掲色粒,橙色粒

I-1 2-2区 B層 深鉢 E 10YR4/2灰黄褐色 10YR5れにぶい褐色 滑石,褐色粒,橙色粒

I-1 2-2区 B層 深鉢 J 7.5YR5/3にぶい掲色 10YR6/4にぶい黄橙色 滑石,掲色粒,灰色粒,橙色粒

I-1 2-2区 B層 深鉢 D 7.5YR5/3にぶい褐色 5YR4/6赤掲色 滑石,掲色粒,黒褐色粒

I-1 2-2区 B層 深鉢 D 75YR3/1黒掲色 7.5YR4ん褐色 滑石,褐色

I=2 2-2区 B層 深鉢 A 短沈線 10YR3/1黒褐色 10YR3/2黒褐色 黒色光沢粒,褐色泣,灰自色粒,石英 日唇部に内面側から刺突文

72 I-2 2-2区 B層 深鉢 E 10YR3/1黒褐色 7.5YR5んにぶい褐色 石英,黒色光沢粒,褐色粒,灰自色粒

73 I-2 2-2区 B層 深鉢 E 10YR7たにぶい責橙色 10YR7月にぶい黄橙色 石英,黒色光沢粒,褐色粒,灰白色粒

74 I-2 2-2区 B層 深鉢 E 10YR6/4にぶい責橙色 10YR7/4に ぶい黄橙色 石英,黒色光沢粒,褐色粒,灰自色粒

I-2 2-2区 B層 深鉢 E 10YR3/1黒褐色 10YR5/2灰黄褐色 石英,黒色光沢粒,灰白色粒,褐色粒

I-2 2-2区 B層 深鉢 E 10YR3/1黒褐色 10YR5/2灰黄褐色 石英,黒色光沢粒,褐色粒,灰白色粒

I-2 2-2区 B層 深鉢 E 条痕 10YR4/1褐灰色 10YR7/4に ぶい黄橙色 石英,黒色光沢粒,褐色粒

硲 I-2 2-2区 B層 深鉢 D 10YR5/2灰責褐色 10YR6/4に ぶい黄橙色 石英,黒色光沢粒,灰白色粒,褐色粒

I-2 2-2区 B層 深鉢 D 10YR7/4にぶい黄橙色 ЮYR3カ黒褐色 石英,黒色光沢粒,灰白色光沢粒,褐色池

I-2 2-2区 B層 深鉢 D 10YR6/4にぶい責橙色 10YR6/6明黄褐色 石英,黒色光沢粒

I-2 2-2区 B層 深鉢 D 条痕→ナデ 10YR3/1黒褐色 10YR4/3にぶい黄橙色 石英,黒色光沢粒,灰自色粒,橙色粒

82 I=2 2-2区 B層 深鉢 D 10YR7/41こぶい黄橙色 10YR6/3にぶい黄橙色 石英,黒色光沢粒,褐色粒,灰白色粒

I-2 2-2区 B層 深鉢 E 10YR7/4にぶい黄橙色 10YR5/3にぶい黄褐色 石英,黒色光沢粒,褐色粒,褐灰色砂対

I-2 2-2区 B層 深鉢 E 10YR4/1褐灰色 10YR6/3にぶい黄橙色 石英,黒色光沢粒,掲色粒,橙色粒

I-2 2-2区 B層 深鉢 E 10YR5れ褐仄色～5″灰責褐t 10YR5/1褐灰色 石英,黒色光沢粒,灰白色粒,褐色地

I-2 2-2区 B層 深鉢 H 10YR7/4にぶい黄橙色 10YR7/4にぶい黄橙色 石英,褐色粒,橙色粒

I-2 2-2区 B層 深鉢 I 10YR4/1褐 灰色 10YR3/2黒褐色 石英,褐色粒,灰白色粒

Ⅱ 2-2区 B層 深鉢 A-3 条痕 10YR6/2灰 責褐色 10YR4/晴 仄色 石英,黒色光沢粒,自色粒,褐色池,let粒

Ⅱ 2-2区 B層 深鉢 A-3 条痕 10YR3/1黒褐色 10YR5/2灰黄褐色 石英,黒色光沢粒,灰自色粒,拐色粒,橙色れ

Ⅱ 2-2区 B層 深鉢 ナデ 10Y馳 /1褐灰色 10YR4んにぶい黄褐色 石英,黒色光沢粒,灰自色粒,橙色粒,

Ⅱ 2-2区 B層 深鉢 ナデ 75YR5/3に ぶい褐色 7.5YR5れにぶい褐色 石英,黒色光沢粒,灰白色粒,褐色粒

92 Ⅱ 2-2区 B層 深鉢 B 条痕 10YR4/2灰黄褐色 7.5YM/4褐色 石英,黒色光沢粒,灰白色粒,褐色粒

Ⅲ 2-2区 B層 深鉢 ミガキ? ミガキ? 10YR7/4にぶい責橙色 10YR7/4にぶい黄橙色 黒色光沢粒,褐色粒,褐灰色粒

E 2-2区 B層 深鉢 条痕 10YR4/2灰責褐色 10YR5/3に ぶい黄褐色 石英,黒色光沢粒,灰白色粒,橙色泣
Ⅱ 2-2区 B層 深鉢 条痕 10YR5/2灰責褐色 10YR5/4に ぶい褐色 石英,黒色光沢粒,灰白色粒,褐色粒
Ⅱ 2-2区 B層 深鉢 条痕 10YR3/1黒褐色 10YR4/1褐灰色 石英,黒色光沢粒,灰白色粒,橙色粒

Ⅱ 2-2区 B層 深鉢 A-2 条痕 10YR4/2灰黄褐色 10YR5/4に ぶい掲色 黒色光沢粒,灰自色粒,自色粒,掲色れ

Ⅱ 2-2区 B層 深鉢 b 条痕 10YR4/2灰黄褐色 7.5YR4β褐色 石英,黒色光沢泣,褐色粒,灰自色粒

Ⅱ 2-2区 B層 深鉢 条痕 10YR3/1黒褐色 10YR4/3に ぶい黄褐色 石英,黒色光沢粒,灰白色粒,褐色粒

2-2区 B層 深鉢 A-2 条痕 10YR3/1黒褐色 10YR5/1褐仄色～3/1黒褐也石英,黒色光沢粒,掲色粒,灰白色粒

2-2区 B層 深鉢 A-2 条痕 10YR3/1黒褐色 2.5Y5/2暗灰黄色 石英,黒色光沢粒,灰自色粒,褐色粒

2-2区 B層 深鉢 A-2 条痕 10YR3/1黒褐色 10YR4/2灰黄褐色 石英,黒色光沢粒,灰白色粒,橙色泣

103 2-2区 B層 深鉢 b 条痕 10YR3/2黒褐色 10YR5/3にぶい黄褐色 石英,黒色光沢粒,灰白色粒,掲色粒

104 2-2区 B層 深鉢 B 条痕→ナデ 10YR3/1黒褐色 10YR4/2仄黄褐色 石英,黒色光沢粒,灰自色粒,橙色粒

2-2区 B層 深鉢 D 条痕→ナデ 10YR3/1黒褐色 10YR5/1褐灰色 石英,灰白色粒,黒色光沢粒.橙色粒

2-2区 B層 深鉢 D 条痕 10YR3/1黒褐色～72にぶい黄橙 10YR3/1黒掲色 石英,黒色光沢粒,褐色粒,灰自色粒

2-2区 B層 深鉢 D 条痕 10YR4/1褐仄色 7.5YR4/3褐 色 黒色光沢粒,褐色粒,灰白色粒,橙色粒

2-2区 B層 深鉢 D 条痕→ナデ 10YR4/1褐灰色 10YR6/3にぶい黄橙色 石英′黒色光沢粒,掲色粒,灰白色粒

2-2区 B層 深鉢 d 条痕→ナデ 7.5YR5/3にぶい褐色 75YR4/3掲色 黒色光沢粒,灰自色粒,褐色粒

2-2区 B層 深鉢 C 5YR4/4に ぶい赤褐色 10YR6/3にぶい黄髄 石英,黒色光沢粒,橙色粒,褐色粒

1 2-2区 B層 深鉢 d 条痕→ナデ 7.5YR6/4にぶい橙色 7.5YR6/6橙色 石英,灰自色粒,掲色粒

2-2区 B層 深鉢 d 条痕→ナデ 10YR7/4にぶい黄橙色 2.5Y7/2灰黄色 黒色光沢池,灰白色泣,褐色泣,褐灰色粒
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表 2 祇園原地区遺跡 2区 石器計測表
遺物

番号
報告書
No.

器 種 石 材
出土

位置

最大長

(cm)
最大幅

(cm)
最大厚

(cm)

重 量
(g)

備 考

PL8-3 剥片 姫島産黒耀石 A層 1.95 1.35

PL8-3 剥片 チャート A層 3.85 1,45 0.75

PL8-3 剥片 頁岩 A層 4.65 2.95

PL8-3 剥片 ホルンフェルス A層 2.30 1。70

敲石 砂岩 A層 14.40 4.00 343.5

PL8-3 剥片 チャー ト A層 1.85

PL8-3 剥片 姫島産黒耀石 A層 2.25 2.90 0,45

敲石 頁岩 A層 9.75 42.2

3 PL8-1 剥片 姫島産黒耀石 B層 2.10 1.80 1.50

7 剥片 姫島産黒耀石 B層 3.10 2.10

PL8-1 剥片 姫島産黒耀石 B層 2.45 1.15 0.50

PL8-1 剥片 姫島産黒耀石 B層 1.35 0.35

64-1 PL8-1 剥片 姫島産黒耀石 B層 3.20 2.25 0,75

64--2 PL8-1 剥片 姫島産黒耀石 B層 2.15 1.70 0。40

剥片 チャー ト B層 2.00 1.05 0.25

67-1 石匙 姫島産黒耀石 B層 4.00 2.90 0.60

67--2 PL8-1 剥片 姫島産黒耀石 B層 1.70 2.00

67--3 PL8-1 剥片 姫島産黒耀石 B層 1.35 1.45 0.65

尖頭器 貢岩 B層 2.65 1,85 0.65 2次加工痕有

71-1 PL8-1 剥片 姫島産黒耀石 B層 1.85 1.90 0.65

71-2 PL8-1 剥片 姫島産黒耀石 B層 1.65 2.00 3.50 1.1

姫島産黒耀石   総出土重量    33.4g
チャート     総出土重量     7.8g
頁岩       総出土重量    55。 lg

表 3 祇園原地区遺跡土坑出土弥生土器観察表
報告書

No
器種 残存率

法 三
塁 調 整 色 調

胎 土
縛 癸観 割辮

径
外面/内面 外 面 内  面

口縁部 破片 /////― ヨヨナ几不定ナ刃ハケメ 2.5YR5/1黄 灰色 5Y3/1オリープ黒色 石英,長石,褐色粒,橙色粒

甕口縁 小被片 /―////― ヨコナ帯準ヨナデ 10YR8/4浅黄橙色 10YR8/4浅黄橙色 祖粒 石英,褐色粒,橙色粒

甕1同吉Ь破片 ―
/― /― /―// ヨヨナ帯慰めハケ,摩減 75YR7/6橙色 10YR7/4にぶい黄橙 精良 長石,石英謁灰色粒,橙色粒

甕】同剖 小破片 ―/― /― /― /― / ナデ′ナデ、摩滅 5Y3/1灰白色 5Y77/1灰 白色 精良 石英謁灰色粒.橙色粒
甕胴部 小破片 ////― /― ヨヨハケ,ヨコナデ″ヽケメ 2.5YR5/1黄 灰色 5Y3/1オリーブ黒色 石英,長石,褐色粒澄色粒

甕胴部 小破片 //― ///― ハケ,ナ刃斜めハケ 7.5YR7れにぶい橙色 7.5YR7/4に ぶい橙色 祖粒 褐灰色粒,褐色粒,橙色粒

壷胴部 破片 /////― ヨコナデ|ザ ケヽメ1オサエ 10YR8/4浅黄橙色 盈5Y5/1灰色 粗粒 石英,長石,褐色統,橙色粒
壷月同吉【小破片 ―/― /― /― /― /― ヨコナデ帯デ,オサエ 10YR8/3浅黄橙色 10Y5/1灰色 粗粒 褐灰色粒,褐色粒,橙色粒

蓋頚吉: 小被片 ―/― /一 /― /― /― ヨヨナえヨコミガキ″テナデ,ハケメ 5Y8/1灰白色 5Y71灰白色～10Y5/1灰色 精良   褐色粒,橙色粒
壺月同吉I 小破片 ―/― /― /― /― / ミガキ,ナ 帯ゞ デ 5Y8/1灰白色～7/1灰白色 2.5Y8/2灰白色 精良 橙色粒,掲灰色粒

寄頚部～‖
「 ―

/― /― /― /― / ハケ→ミガキ″テナデ 2.5Y8/2灰白色 5Y″ 1灰自色 精良 掲色粒、金色光沢粒
口縁 小破片 /////― ナずヽ デ 2.5Y8/2灰白色 2.5Y8/2灰自色 精良  石英,長石,褐色粒
窪底叡 12.4/10.3/― /― /― /― タテハケ,ヨコナ刃冒ヨハケ,タテハケ→ナデ 10YR8/2灰 自色 10YR8抱灰白色 精良 沿色,褐灰色調色,金色光沢粒

蓋底音「 ―
/― /8.5/― /― /― ミガ却指圧痕 ナデ 2.5Y8/1～7/1灰白色 25Y8/2灰 白色 精良 褐色粒,石英,長石

壷底音Б ―
/― /7.1/― /―/一 ミガキl・/デ 25Y7/3浅黄橙色 101r4/1灰色 粗粒 長石,褐色粒,澄也粒,褐灰色粒

甕底部 /― /5.2/― /― /― 摩周摩減 5YR6/6髄 5YR4/6赤褐色 粗粒 褐灰色粒

罰杯柱部 ―
/― /― /― /7.5/― タテハケ/タテナ∴シボリ 10YR8海浅黄橙色 2.5Y8/3淡黄色 粗粒 掲色粒

岳台脚報 ―
/― /― /24/― /― 摩洸摩滅 7.5YR7/4に ぶい髄 7.5YR7/6栓 色 粗粒 長石.石英,褐灰色粒,褐色粒

監胴部下斗 ―
/― /― /― /― /― ナナメハケ→ナヂ,テナRナチメハケ,ヨコハケ 2.5Y7/2灰黄色 2.5Y7/1灰自色 粗粒 褐灰色,褐色,橙色粒

甕底部 ―
/― /7.6/― /― /― ナディナ▲ハケメ 2 5YR7/2灰黄色 2.5Y7/1灰白色 粗粒 褐灰色、褐色粒,橙色粒

甕底吉I 底部完 ―/一 /6.5/― /― /― タテハケ→ナ
'憔
オサエ,タテナデ 10YR8/4浅黄橙色 5Y5/1灰色 粗粒  掲色粒,褐灰色粒,長石

145 甕底部 ―
/― /6.8/― /― / ミガキ,ヨヨナデ|オサエ 10YR8/4浅黄橙色 5Y5/1仄色 粗粒 褐灰色,褐色粒

甕底郡 ―
/― /6.3/― /― / 摩湖摩滅 2.5Y7/2灰黄色 2.5Y7/1灰白色 粗粒 褐灰色,褐色,橙色粒

-26-



第Ⅳ章 出土土器の自然科学分析

西都市、祇園原地区遺跡から出土した土器 (胎土)の蛍光X線分析

株式会社 古環境研究所
1.は じめに

土器 (胎土)に含まれる元素のうち、カリウム (K)、 カルシウム (CA)、 ルビジウム (RB)、

ス トロンチウム (Sr)の 4元素は、土器胎土の地域性を示す有効な因子とされており、K20-CA0

分布図やRB20-SrO分布図を主な指標として土器の産地同定が行われている (三辻,1999)。
ここでは、祇園原地区遺跡から出土した土器 (胎土)について蛍光X線分析を行い、土器の産地

や流通等に関する情報の収集を試みた。

2.試料
試料は、糸電文土器 2点、土師器 1点、須恵器 2点の計 5点である。

2.分析方法
エネルギー分散型蛍光X線分析システム (日本電子 (株)製,J S X 3201)を用いて、元素の同定およ

びファンダメンタルパラメータ法 (FP法)に よる定量分析を行った。以下に分析の手順を示す。

1)試料を絶乾 (105℃・24時間)
2)分析装置の固定試料ステージに固定
3)測定時間300秒、照射径20mm、 電圧 30 keV、 試料室内真空の条件で測定
なお、X線発生部の管球はロジウム (Rh)タ ーゲット、ベリリウム (Be)窓、X線検出器はSi

(Li)半導体検出器である。

3.分析結果
各元素の定量分析結果 (wt%)を 表 1に示し、図 1に CAO分布図およびRB20-SrO分本図を示す。

4.考察
土器の産地同定を行う際の指標の一つとされているCAO一 K20分布図 (図 1)に よると、須恵

器の 2点はカリウム (K20)の含量がいずれも4.20/0と 高い値であり、縄文土器の O。9～ 1.5%、 土

師器の2.5%と は明らかに異なっている。カルシウム (CAO)の含量は、須恵器の 2点は1.1%お

よび1.7%と やや近接 しているが、縄文土器の 2点は0.4%お よび1.8%と 大きく異なっている。ま

た、土師器は0。3と 低い値である。RB20-SrO分布図によると、須恵器の 2点 と土師器の 1点は分

布が近接しているが、縄文土器の 2点はそれぞれ分布が大きく異なっている。

以上の結果から、須恵器の 2点については素材となった粘上の給源が同一である可能性が考えら

れるが、分析データが少ないことから確定的なことは言えない。また、縄文土器の 2点は素材 と

なった粘土の給源が異なっていると考えられ、土師器は須恵器や縄文土器とは粘上の給源が異な

っていると考えられる。

今後このような基礎的なデータを蓄積することで、土器の生産地や流通に関する具徳的な情報
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が得 られるものと期待される。

三辻利― (1998)元素分析による古代土器の胎土研究。人類史研究第10号, p.■ -39。

三辻利― (1999)元素分析による須恵器の産地推定。考古学と自然科学 (4).同成社, p.294-313.

表4 西都市、祇園原遺跡における蛍光X線分析結果
単位 :wt(

地点・試料

憎多早 Nnイ 陀笠 fr

縄文上器 土師器 須恵器

1 1 2

1l  Na20

12  MgO

13  A1203

14  Si02

15  P205

16  S03

19  K20

20  CaO

22  Ti02

23  v20S

24  Cr203

25  MnO

26 Fe203

37  Rb20

38  SrO

40   ZrO,

6.619

21.980

51.201

1.105

0.196

0.883

0.375

1.757

0.068

0,139

0。 389

15.005

0。 147

0.018

0.018

0.690

1.088

24.363

46.883

1.249

0.300

1.505

1.766

2.799

0,096

0.000

2.301

16.941

0.023

0,102

0,097

0.484

0。 932

20。 119

58,423

1.464

0。 372

2.450

0.286

1.473

0.035

0.000

0.255

13.610

0.024

0,015

0.057

0。 815

1.504

21.415

60。 443

1.261

0.076

4.205

1.071

1.221

0.012

0,000

0,185

7.694

0.030

0.017

0.052

0.582

1.169

17.615

65。 313

1.476

0.009

4.214

1,732

1.258

0,012

0.000

0。 266

6.306

0.030

0.018

0.000

2.5

wt%

2.0

■5

CaO

l.0

0.5

0

0.10

wt効

0,08

0.06

SrO

O,04

0.02

0

● 縄文土器
■ 土師器
▲ 須恵器

1.△乳

0.02   0.04   0,06   0.08   0.10   0.12   0。 14   0.16

Rb20                Wt 7●胞O

K20‐CaO分布図・ Rb20‐SD分布図

図22 西都市、祇園原地区遺跡出土土器のK20-CaO分布図およびRb20-SrO分布図

2.0   3.0
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第V章 まとめ
1、 縄文時代

A.土器群

今回の調査で最も多 く出土したのが縄文土器破片である。その中で図化 し得た■2点の資料を対

象に分類すると大きく3類型に分類でき、文様から22類に細分した。

I類は沈線文と列点文で施文するもので、縄文前期後半の曾畑式土器である。胎土の差で2種に

分けた。 I-1類 とⅡ類の破片を胎土分析 した結果 (表 4)、 I-1類 (縄文土器 1)に はⅡ類 (縄
文土器2)に比べてMgO、 Si02と いつた元素が多 く含まれることが分かり、曾畑式土器の特徴
である胎上に入る滑石 [Mg3S i4010(OH)2]イ こ由来するものと考えられる。胎土に滑石を
混入させた曾畑式土器の県内での出土例は少なく、西北九州からの「移入品」とする見解 (乗畑

光博 1987)、 混和材として用いられる滑石が原石として移入した可能性を指摘する見解 (水ノ江和

同1990)がある。材料として滑石が移入していればさらに滑石を胎土に含んだ曾畑式上器の出土

例が増加するものと考えられ、今後の出土状況に注目する必要がある。第4章の報告ではCao―
K20分布とRb20-SrO分 布図においても大きく差が出ており、他の元素からも素材となった
粘土の給源が異なると分かった。いずれも少量の分析なので、基礎的データとして報告する。

施文法は口縁部に刺突文を施し、そのすぐ下には短沈線の区画を狭まず横位に展開する三角形

を基本とした幾何学文が施されること、沈線はしっかりと深 く施文されること、また縦位に展開

するようなG類などの特徴から曾畑 2式古段階～新段階 (水ノ江 1990)にあたると考えられる。

I-2類 は滑石の混入しない曾畑式土器で施文法や文様はほぼ共通しているが、 I-2類 には施
文具の違いや沈線が線刻状に浅いものがあり、内面に条痕の残るものがある。口縁部に刺突列点

文を施し、沈線による横に展開する文様帯などは曾畑 2式にあたり、26は古い様相を持つ。また、

刺突列J点文のない口縁や線刻状の施文、縦位に展開する文様は新段階のものと考えた。

Ⅱ類は突帯文で文様を施す土器群である。A類の土器群は横位の突帯文で構成され、轟 B式系
のものと考えているがB類のような曲線の突帯を持ち条痕が残らないものやb-1類やb-2類の
ような曲線の微隆起突帯や縦位や横位の微隆起突帯文を施す土器群については、その範疇には入

らない別の土器群として捉える必要がある。b-1類、b-2類 は、その施文法の特徴から深浦式
系土器である可能性が高い。このことからⅡ類は縄文前期～中期前半にかけての上器群であろう。

また出土層位の関係を見ると先に形成されたB層からはⅡ類が多く出土し、A層からは I-1類
が多 く出土するといった特徴があるが、B層からA層 よりも新 しい土器が出土するため、この2層

の堆積関係と包含する遺物の相対的前後関係は別ものである。A層 の形成過程はその包含する遺

物の多様さから、後世に形成されたものと考えられ、遺物の前後関係を検討する共伴資料ではな

B.石器群

A層からは敲石と剥片が出土した。石材に注目すると姫島産黒耀石2点、チャート2点、ホルン

フェルス 1′点、頁岩2点、砂岩1点 (敲石)と多様である。剥片は縦長状を呈す。
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B層からは石匙 (製品)、 尖頭器 (製品)、 剥片が出土した。石材は姫島産黒耀石が ll点、チャ

ー ト1点、頁岩 1点で、姫島産黒耀石が多数を占める。剥片は縦長状を呈する点がA層 と共通する

ため、縦長剥片の取得を意図した製作が行なわれたものと考える。また、A層 は敲石と剥片、B

層は製品と剥片というセットで出土するため、周辺で石器製作が行なわれたことを示す。特にB

層出土の石器と剥片は包含層が縄文前期～中期前半にあたると考えられ、当該期の特徴を表す資

料となるだろう。

2、 弥生時代の遺構 と遺物

2区で土坑を2基検出した。しかし2-3区で検出したものは調査区の境界にかかったもので、全
体を調査できなかったためはっきりしないが、埋上の上層に弥生後期前半の破片が混じる。

2-2区で検出した土坑 lは、旧地形が整地により削平されていたため、本来の形状は留めてい

なかったが、多 くの弥生後期前半の土器片が出土した。その構成は日常的な甕や壷といった器種

の中に器台や高郭、ミニチュア土器の破片、約 10 cmの石英塊が混じる点が注目される。

類例を求めると、弥生時代の住居や集落の調査において多 く住居に伴う土坑が検出されている

が、土器が集積 したものがまとまって検出された調査例は浦田遺跡 (北郷他編 1985)が挙げられ

る。宮崎学園都市建設事業に伴い調査が行なわれ、弥生後期後半中頃～終末期の集落で、10基の

土坑が住居に伴い検出された。形態は円形、楕円形、不整円形を呈し、約 lm～ 2mの規模で深さ
はばらつきがあり約 0。3m～ ■2mである。中でもSCl、 3、 4においては土器片が集中して出上し
ており、住居跡内から出土 した器台の破片と土坑内から出土 した破片が接合する事例などが報告

されている。また、 SC5の ように土坑を埋めた上に甕をのせている事例などもあり、祭祀的な痕
跡等も見られる。

このことからも土坑の用途は、貯蔵穴として用いられるもの、貯蔵穴として用いられたものが

廃棄土坑として用いられたもの、単に廃棄のために掘削されたもの、祭祀的な用途として用いら

れたもの、等多様なあり方を示すものであり、住居に伴うものであることが多いため、調査区周

辺に弥生時代後期前半に定点を置く住居、集落跡が存在する可能性が高い。

3、 古墳時代の遺構 と遺物

2-3区で消失墳の周溝を、3区で新田原古墳群 188号墳の周溝外縁部を検出した。消失墳周溝は

残存部の内径から復元すると約 10mの円墳である。現在この古墳群で確認された消失墳は47例あ

り (有馬 2003)、 この事例は48例 目となる。周溝検出面と埋土からは多 くの土器片が出土し、須恵

器に関しては破片資料であるが、時期を推定しうる情報を持つ。

大阪府所在の陶邑窯跡群で行われている既往の須恵器編年に対応させるとT K10型式に対応す

る段階からT K43型式段階のものと推定される。特に147、 151杯身破片と148球 はT K10型式段

階～M T85型式段階の特徴を示す資料である。特に151の内面に残る同心円当て具痕跡は特徴的

である (田辺 1980)。

次に注目したのが断面の色調である。148の色調は表面が7.5YR6/2灰褐色～4/1褐灰色を呈
すが断面芯部は7.5Y6/1灰 :色 を呈す。逆に1521ま表面が7.5Y6/1灰色で断面芯部が7.5YR
5/1褐灰色を呈す。この差が胎土に起因するのか焼成に起因するのかを第4章の胎土分析の結果
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から考えると、分析資料の須恵器 11よ 148と 同じ色調を呈す破片で、須恵器 2は 152と ほぼ同じ色

調を呈す西都市国分遺跡出土のT K 10型式段階の郭蓋破片で、胎上の差はほとんどないことが分

かった。そのため焼成の差であろう。

また、このT K10段階は6世紀中葉にあてられ、九州は筑紫君磐井の反乱直後の時期にあたる

と考えられている。この時期は屯倉の設置や6世紀前半における葬制の全国的な変化、明確な羨道

を有する横穴式石室の全国的な導入と玄室内への土器副葬の一般化が指摘され (柳沢 1989、 土生

田 1994、 重藤 1999)、 後期古墳の在 り方を特徴づける群集墳の築造開始など政治体制と古墳の変質

が起こる変革の時期にあたる。この時期の宮崎県内における古墳、古墳群の様相はまだ不明確で

ある。

この新田原古墳群祇園原支群では古墳群の特質として、 6世紀代に築造されたと考えられる前

方後円墳が多 くあり、そのうち4基が墳長 50m以上 100m未満の規模を持ち、南部平野部に所在す

る下北方古墳群と勢力を2分する、地域の盟主的古墳群である可能性が指摘されている。また、

6世紀代の前方後円墳の 1つである百足琢古墳は、内部主保に横穴式石室が採用されることが明

らかになっている (有馬2003)。

このことから、当該期の宮崎県の古墳時代を理解する上では、最も情報の多い古墳群であり、

今回の調査成果はそれを構成する小円墳においても同時期のものが所在するといった事例が増え

たことになる。また、一ッ瀬川を挟んだ対岸の西者【原台地の中段域にある国分遺跡においても、

西者卜原古墳群の一支群にあたる消失墳周溝が検出されており、その埋土からもT K 10型式段階に

対応する須恵器郭身破片が出土 していることから、さらに事例は増えていくものと考えられる。

地下式横穴墓の動向と共に今後の調査の視サ点としたい。

4、 新田原古墳群祇園原支群 188号墳 と200号墳の墳丘 について (図 23、 24)

ここでは新田原古墳群祇園原支群 188号墳と200号墳の墳丘を比較する。

まず200号墳の現況をまとめる (図 23)。 2区 に隣接 した牧車地の中にあり、188号墳と直線距離

にして約 110mの位置であり、2-3区 で検出した消失墳 との距離は約80mを測る。現況をs=
1/100、 25 cm間 隔の等高線で測量した。東西方向を削平され楕円形状を呈す。比較的墳丘の残

りが良いA― A'間では径 18.7m、 削平が著しいB― B'間では14.5mを 測る。現状の墳裾から
の墳丘高は3.02mを 測る。墳頂平坦面は5,4mを 測る。表採資料等の時期を推定できる資料、過去

の調査歴はない。

墳丘南側には部分的に窪んだ部分があり、小礫が多数露出する (図 23ア ミ部)。 等高線にも変化

が現れる。この部分を遺構と捉えるなら内部主体に横穴式石室を持つ可能性がある。ただ露出し

ているのは小礫のみで前庭部の石材にしては小型であるため、後世の撹乱等で墳丘が削平され、

葺石等の石材が露出している可能性もある。いずれも現況観察であるため確証はないが、周辺の

首長墳では横穴式石室を内部主体として採用 しており、それが首長墳 との関係を持つ小円墳にも

広がる可能性は大きい。新田原古墳群44号墳、45号墳でも横穴式石室を採用している (梅原 1941)。

その他に、小九川流域の事例になるが、木城町の永山古墳 (石川 1990)や高鍋町持田古墳群 84号

墳 (谷口 。西谷 1993)があり、高鍋町野首遺跡においても小円墳の内部主体に横穴式石室が採用

された事例が宮崎県埋蔵文化財センター (2003)で報告されており、また日向市伊勢ケ浜古墳群
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においても小円墳に横穴式石室が採用されている。このことから祇園原支群でもその事例がある

可能性は高く、県内平野部の小円墳で横穴式石室を採用する事例はさらに増加すると推測する。

この問題と関連して 188号墳と200号墳の墳丘を比較すると、その様相の違いが注目される。そ

れはこの2基の墳丘径と墳丘高の関係にある。現状の墳頂が削平を受けていないことを前提に比較

すると188号墳と200号墳は遺存状況の良い部分で約 10mの差があるのに対し、墳丘高はほぼ同じ

という形態を取る。墳頂平坦面を比較すると188号墳はB― B'間で約13m、 200号墳は約 5。4m
を測り、約2/5の広さになる。188号墳の形態は墳頂平坦面を広 く取る低平な墳丘で、200号墳は

墳頂平坦面が狭 く、腰高な墳丘である。このことに関しては近藤義郎 (1983)力汁旨摘するように、

竪穴系埋葬施設は葬送儀礼の場が墳頂平坦面であるためそのスペースが広 く、横穴系埋葬施設は

墳丘の横に葬送儀礼の場が移ることから墳頂部は狭 く墳丘は石室を維持するものとなっていくと

いった変化に対応するものであり、墳丘の形態からも200号墳の内部主体が横穴式石室である可能

性はある。ただ、200号墳の墳頂においても竪穴系埋葬を行うスペースは十分あり、宮崎県では6

世紀～7世紀前半にも小円墳の内部主保に竪穴系埋葬施設を有する事例が高鍋町牛牧 1号墳 (宮崎

県埋蔵文化財センター 2002)、 等多くあるため (藤本 1998)、 墳丘形態から断定はできないが、今

後の調査の視点として押さえたい。
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図





図版 .1

① 調査区と新田原古墳群祇園原支群 (西から)

② 2区全景

③ 2-③区消失墳周溝
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図版 .2

③ l区溝状遺構

① 3区遺構 検出状況

② 同上

⑤ 溝状遺構土層図

④ 清状遺構掘削状況
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⑥ l区基本土層



図版 .3

① 2区包含層 検出状況

② 2区撹乱溝 掘削後

③ 2区 A層 掘削後

⑤ 2-2区 A― B間 土層図

千璽 鶴

⑥ 2-1区 基本層序

③ 2-2区 土器集積土坑

④ 2区 B層 掘削後 (アカホヤ火山灰層上面)
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③ 2-2区 土坑掘削後



図版 .4

⑤ 3区遺構 検出状況

鰹

‐

I● `i

⑥ 188号墳同溝 検出状況と撹乱

① 2-2区 基本層序2

② 2-3区 消失墳周溝 検出状況

③ 2-3区 消失墳 土坑掘削状況

④ 消失墳 周溝土層図
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③ 周溝掘削後



図版 .5
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① 2区 A層出土I-1類土器 1

0

33

④ 2区 A層出土 I-2類土器 1

⑤ 2区 A層出土I-2類土器 2

⑥ 2区 A層出土
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図版.6

嵐 ■ 此 吼
鶴

60

簿
41
ゞ
40

① 2区 A層出土I-2類土器 4

② 2区 A層出土 Ⅱ類土器

④ 2区 A層出土 Ⅱ類土器 3

B
66

７６

68

2区  B層出土

69

1-1類土器

駒 9

L■2吼
冑

71

・

75

IIIIIIIIlll!3 .57

③ 2区 A層出土 Ⅱ類土器 2
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図版.7
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籍
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③ 2区 A層出土 剥片
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図版 .9

① 2-2区 土坑出土 弥生土器 1

② 2-2区 土坑出土 弥生土器 2

④ 2-2区 土坑出土 弥生土器4(壺 )

⑤ 2-2区 土坑出土 弥生土器5

⑥ 2-2区 土坑出±6 石英等

③ 2-2区 土坑出土 弥生土器 3
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